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東
日
本
大
震
災
の
津
波
で

児
童
ら
84
人
が
犠
牲
に
な
っ

た
石
巻
市
大
川
小
学
校
事
故

に
対
す
る
市
と
宮
城
県
に
責

学　部 学 科〔専 攻〕 合　計

一
　
　
部

経済

経 済 2,340（   464）

国 際 経 済 966（   369）

小 計 3,306（   833）

法

法 律 2,672（   868）

政 治 710（   163）

小 計 3,382（ 1,031）

経営 経 営 2,483（   821）

商

マ ー ケ テ ィ ン グ 2,116（   866）

会 計 1,005（   371）

小 計 3,121（ 1,237）

文

日 本 語 335（   173）

日 本 文 学 文 化 544（   350）

英 語 英 米 文 666（   394）

哲 338（   131）

歴 史 661（   256）

環 境 地 理 243（    59）

人文・ジャーナリズム 431（   262）

小 計 3,218（ 1,625）

ネットワーク情報 ネットワーク情報 998（   270）

人間科

心 理 317（   195）

社 会 567（   313）

小 計 884（   508）

合　　計 17,392（ 6,325）

二
　
　
部

経済 経 済 370（    41）

法 法 律 423（    87）

商 マ ー ケ テ ィ ン グ 374（   100）

合　　計 1,167（   228）

総　　計 18,559（6,553）

課 程 研究科・専攻 合 計

専門職学位 法務 法務 65（22）

研究科・専攻 合 計

博
　
士
　
後
　
期
　
課
　
程

経済学 経済学 3（ 1）

法

学

民 事 法 学 1（ 0）

公 法 学 4（ 2）

小 計 5（ 2）

文

学

日本語日本文学 14（10）

英語英米文学 1（ 0）

哲 学 1（ 1）

歴 史 学 5（ 1）

地 理 学 1（ 1）

社 会 学 2（ 1）

心 理 学 5（ 0）

小 計 29（14）

経営学 経営学 9（ 1）

商

学

商 学 1（ 0）

会 計 学 5（ 1）

小 計 6（ 1）

合　計 52（19）

研究科・専攻 合 計

修
　
　
士
　
　
課
　
　
程

経済学 経済学 23（ 6）

法 学 法 学 16（ 7）

文

学

日本語日本文学 20（16）

英語英米文学 3（ 1）

哲 学 5（ 1）

歴 史 学 15（ 3）

地 理 学 0（ 0）

社 会 学 4（ 3）

心 理 学 23（15）

小 計 70（39）

経営学 経営学 12（ 7）

商

学

商 学 21（12）

会 計 学 28（11）

小 計 49（23）

合　計 170（82）

◆大学院・専門職大学院◆

◆学部◆ ５月１日現在／（　）内は女子内数

2018年度学生数

＊詳細なデータは専修大学ホームページの「情報公開」に掲載

　
60
周
年
を
迎
え
た
育
友
会

の
会
長
と
し
て
「
人
で
い
え

ば
還
暦
。
原
点
に
立
ち
返

り
、
活
動
を
改
め
て
考
え
た

い
」
と
述
べ
る
。
思
い
を
は

せ
る
の
は
専
修
大
学
の
４
人

の
創
立
者
だ
。
海
外
で
学
ん

だ
最
先
端
の
知
識
を
、
日
本

で
初
め
て
日
本
語
で
教
授
し

近
代
日
本
の
発
展
に
貢
献
し

た
こ
と
を
「
知
の
明
治
維

新
」
と
評
し
、「
伝
統
を
引

き
継
ぎ
、
日
本
が
直
面
す
る

諸
課
題
に
立
ち
向
か
う
学
生

が
育
つ
よ
う
、
育
友
会
と
し

て
も
支
援
し
た
い
」と
語
る
。

　
３
人
き
ょ
う
だ
い
の
父
。

上
の
２
人
が
就
職
氷
河
期
で

苦
労
し
た
こ
と
も
あ
り
、
末

っ
子
が
商
学
部
に
入
学
し
た

と
き
に
は
「
就
職
活
動
に
役

立
つ
情
報
が
得
ら
れ
る
の
で

は
」
と
育
友
会
活
動
に
参
加

し
た
。
学
生
の
こ
と
を
真
剣

に
考
え
る
会
員
の
姿
に
刺
激

を
受
け
、
自
身
の
活
動
に
も

力
が
入
っ
た
。「
何
よ
り
楽

し
か
っ
た
。
世
代
も
職
業
も

関
係
な
く
、
た
く
さ
ん
の
人

と
知
り
合
え
た
」
と
に
こ
や

か
に
語
る
。

　
毎
年
夏
に
行
わ
れ
る
育
友

会
就
職
懇
談
会
に
は
必
ず
参

加
し
、
得
た
情
報
は
家
族
と

共
有
。
ま
た
、
支
部
懇
談
会

で
は
、
大
学
の
様
子
を
地
方

の
ご
父
母
・
保
護
者
に
積
極

的
に
伝
え
て
き
た
。
少
子
化

の
影
響
で
、
今
後
運
営
が
厳

し
く
な
る
支
部
も
出
て
く
る

可
能
性
が
あ
る
が
「
支
部
役

員
に
負
担
を
か
け
ず
に
続
け

て
い
く
た
め
に
、
支
部
の
声

を
聞
い
て
い
き
た
い
」
と
語

る
。

　
大
手
情
報
関
連
企
業
で
シ

ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
務

め
、
昨
年
定
年
退
職
後
も
シ

ニ
ア
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

と
し
て
活
躍
す
る
。
学
生
に

は
「
一
度
何
か
に
打
ち
込
ん

だ
経
験
が
あ
れ
ば
、
壁
に
突

き
当
た
っ
た
と
き
に
も
乗
り

越
え
る
力
に
な
る
の
で
打
ち

込
む
も
の
を
持
っ
て
ほ
し

い
。
そ
の
た
め
に
も
、
い
ろ

い
ろ
な
と
こ
ろ
に
ア
ン
テ
ナ

を
張
り
、
力
を
つ
け
て
ほ
し

い
」
と
エ
ー
ル
を
送
る
。

　
東
平
豊
三
前
育
友
会
長
の

発
案
で
、
専
修
大
学
校
歌
を

覚
え
よ
う
と
役
員
会
の
後
な

ど
で
練
習
し
て
い
る
。
独
特

の
言
い
回
し
や
曲
調
に
苦
労

し
な
が
ら
「
歌
っ
て
い
る
う

ち
に
愛
着
が
わ
き
、
今
で
は

母
校
の
校
歌
と
同
じ
く
ら
い

親
し
み
が
あ
る
。
学
生
に
も

も
っ
と
歌
っ
て
ほ
し
い
」。

60
周
年
記
念
式
典
に
は
役
員

一
同
で
披
露
す
る
予
定
だ
。

　
横
浜
市
在
住
。
61
歳
。

育友会　新会長

佐
さ さ き

々木 悟
さとし

さん

創
立
原
点
に
立
ち
返
る

　
独
立
行
政
法
人
日
本
学
術

振
興
会
は
４
月
、
２
０
１
８

年
度
の
科
学
研
究
費
助
成
事

業
（
科
研
費
）
の
交
付
を
内

定
し
た
。
専
修
大
学
の
採
択

件
数
は
、
新
規
と
継
続
分
を

合
わ
せ
て
78
件
、
９
３
６
０

万
円
（
直
接
経
費
の
み
）。

こ
の
う
ち
新
規
採
択
は
18
件

だ
っ
た
。

　
新
規
採
択
の
研
究
種
目
別

内
訳
は
、
１
人
ま
た
は
複
数

の
研
究
者
が
共
同
し
て
行
う

「
基
盤
研
究
」
が
17
件
。
博

士
の
学
位
取
得
後
８
年
未
満

の
研
究
者
が
１
人
で
行
う

「
若
手
研
究
」
が
１
件
。

　
こ
の
ほ
か
、
学
術
研
究
の

成
果
を
公
開
す
る
た
め
に
刊

行
す
る
学
術
図
書
の
助
成
を

行
う
「
研
究
成
果
公
開
促
進

科
研
費 

78
件
内
定 

18
年
度

費
〈
学
術
図
書
〉」
に
１
件

採
択
さ
れ
た
。

　
科
研
費
は
、
競
争
的
研
究

資
金
で
、
研
究
者
の
自
由
な

発
想
に
基
づ
く
研
究
を
助
成

す
る
仕
組
み
の
一
つ
。
基
礎

か
ら
応
用
ま
で
あ
ら
ゆ
る
学

術
分
野
が
対
象
と
な
る
。
研

究
者
か
ら
の
申
請
に
基
づ

き
、
専
門
分
野
が
近
い
複
数

の
研
究
者
が
審
査
す
る
。
研

究
期
間
は
２
〜
６
年
。

　
※
新
規
採
択
研
究
の
一
覧

は
次
号
に
掲
載
予
定
。
ま

た
、
研
究
内
容
や
研
究
者
の

横
顔
を
随
時
紹
介
し
ま
す
。

公
開
講
座
情
報

社
会
知
性
開
発
研
究
セ
ン
タ

ー
／
古
代
東
ユ
ー
ラ
シ
ア
研

究
セ
ン
タ
ー
主
催
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
「
古
代
東
ユ
ー
ラ
シ
ア

の
国
際
関
係
と
人
流
」

　
古
代
の
東
部
ユ
ー
ラ
シ
ア

地
域
内
に
お
け
る
人
の
移
動

に
つ
い
て
歴
史
学
・
考
古
学

の
両
面
か
ら
捉
え
る
。

▽
日
時

７
月
14
日
（
土
）

13
時
〜
17
時
30
分

▽
場
所

神
田
キ
ャ
ン
パ
ス 

３
０
２
教
室

▽
講
師

關
尾
史
郎
新
潟
大

学
フ
ェ
ロ
ー
、
荒
川
正
晴
大

阪
大
学
教
授
、
成
正
鏞
忠
北

大
学
校
教
授
（
韓
国
）

▽
定
員

３
０
０
人

※
聴
講
無
料

▽
申
し
込
み

往
復
は
が
き

か
、
社
会
知
性
開
発
研
究
セ

ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

専
用
フ
ォ
ー
ム
で
申
し
込

む
。
７
月
10
日
（
火
）
必
着

問
社
会
知
性
開
発
研
究
セ
ン

タ
ー
事
務
課
☎
０
４
４
・
９

１
１
・
１
３
４
７

大
学
院
商
学
研
究
科
／
東
京

信
用
保
証
協
会
第
15
回
共
同

公
開
講
座
「
中
小
企
業
の
事

業
承
継
」

　
経
営
資
源
を
次
世
代
へ
円

滑
に
引
き
継
ぐ
た
め
の
課
題

や
検
討
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
を

講
演
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
通
し
て
分
か
り
や

す
く
説
明
す
る
。

▽
日
時

７
月
28
日
（
土
）

13
時
30
分
〜
17
時

▽
場
所

神
田
キ
ャ
ン
パ
ス

７
３
１
教
室

▽
講
師

髙
橋
義
仁
商
学
部

教
授
、
河
﨑
照
行
甲
南
大
学

名
誉
教
授

▽
定
員

先
着
１
０
０
人

※
聴
講
無
料

▽
申
し
込
み

本
学
学
生
は

大
学
院
事
務
課
窓
口
（
生
田

・
神
田
）。
一
般
の
方
は
フ

ァ
ク
ス
、
郵
送
、
ウ
ェ
ブ
で

東
京
信
用
保
証
協
会
へ
。

問
東
京
信
用
保
証
協
会
☎
03

・
３
２
７
２
・
２
２
７
６

Ｕ
Ｒ
Ｌ http://www.cgc-

tokyo.or.jp

　
プ
ロ
野
球
の
新
た
な
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
を
提
案
す
る

「
大
学
生
の
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル

ビ
ジ
ネ
ス
ア
ワ
ー
ド
２
０
１

７
」（
読
売
新
聞
社
主
催
、

読
売
巨
人
軍
協
力
）
で
、
文

学
部
人
文
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム
学
科
の
清
水
聖
志
人
ゼ
ミ

生
の
企
画
が
大
賞
に
輝
い

た
。

　
大
賞
を
受
賞
し
た
の
は
渡

邊
幸
恵
さ
ん
（
４
年
次
）、

大
河
原
佳
也
さ
ん
（
同
）、

泉
あ
か
り
さ
ん（
３
年
次
）、

藤
原
真
也
さ
ん
（
同
）
の
チ

ー
ム
。「
流
れ
を
変
え
る
！

　〝
勝
ち
と
れ
！
〞
グ
ッ
ズ

の
提
案
」
と
題
し
て
、
応
援

グ
ッ
ズ
や
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ

て
試
合
へ
の
来
場
者
数
を
増

や
す
ア
イ
デ
ア
を
打
ち
出
し

た
。
メ
ガ
ホ
ン
や
ク
ラ
ッ
カ

ー
、
ラ
イ
ト
を
使
っ
て
「
参

加
し
た
く
な
る
応
援
」
の
定

着
を
図
り
、
フ
ァ
ン
が
行
き

た
く
な
る
球
場
を
作
り
出

す
。
具
体
的
な
応
援
の
流
れ

や
グ
ッ
ズ
の
収
支
案
も
示
し

た
。

　
清
水
ゼ
ミ
は
「
ス
ポ
ー
ツ

を
通
し
て
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
を

考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
活
動

し
て
お
り
、
ゼ
ミ
活
動
の
一

環
と
し
て
、
コ
ン
テ
ス
ト
に

応
募
し
た
。

　
野
球
が
好
き
と
い
う
渡
邊

さ
ん
だ
が
「
ア
イ
デ
ア
を
出

し
て
も
、
す
で
に
ど
こ
か
で

や
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
か

っ
た
。
ま
っ
た
く
新
し
い
も

の
で
な
く
て
も
い
い
と
割
り

切
り
、
ど
れ
だ
け
ビ
ジ
ネ
ス

に
つ
な
い
で
盛
り
上
げ
る
こ

と
が
で
き
る
か
考
え
た
」
と

話
す
。
準
硬
式
野
球
部
の
藤

原
さ
ん
は
「
今
ま
で
は
プ
レ

ー
す
る
ば
か
り
だ
っ
た
が
、

応
援
す
る
人
の
視
点
や
気
持

ち
が
分
か
っ
て
面
白
か
っ

た
。
応
援
っ
て
い
い
な
と
改

め
て
感
じ
た
」
と
笑
顔
を
み

せ
た
。

高
橋
監
督
に
企
画
書

　
３
月
24
日
、
巨
人
｜
楽
天

の
オ
ー
プ
ン
戦
に
先
立
ち
、

東
京
ド
ー
ム
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
表
彰
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ

れ
た
。

　
両
チ
ー
ム
の
選
手
や
大
勢

の
観
客
が
見
守
る
中
、
渡
邊

さ
ん
に
大
賞
の
盾
が
贈
ら
れ

た
。
４
人
は
試
合
前
に
関
係

者
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
行
い
、
巨
人
の
高
橋
由
伸

監
督
に
企
画
書
を
手
渡
し

た
。

大学生のベースボール
ビジネスアワード2017

文・清水ゼミが大賞

高橋監督（中央）に企画書を手渡した４人（左

から藤原さん、泉さん、渡邊さん、大河原さん）

事
故
の
教
訓 

語
り
継
ぐ

石
巻
・
大
川
小
訴
訟 

本
学
で
研
究
会

任
を
問
う
裁
判
を
め
ぐ
る
研

究
会
が
５
月
25
日
、
神
田
キ

ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ
、
関
係

者
、
学
生
ら
約
80
人
が
参
加

し
た
。
講
演
し
た
弁
護
士
ら

は
「
裁
判
の
判
決
の
意
義
を

今
後
の
学
校
防
災
に
生
か
し

て
ほ
し
い
」
と
訴
え
た
。

　
市
民
や
研
究
者
に
よ
る

「
大
川
小
学
校
研
究
会
」
が

主
催
。
本
学
「
法
社
会
学
ゼ

飯教授（右）ら４人によるディスカッション

ミ
ナ
ー
ル
」
の
共
催
で
行
わ

れ
た
。
飯
考
行
法
学
部
教
授

（
法
社
会
学
）
が
大
川
小
裁

判
の
傍
聴
で
研
究
会
メ
ン
バ

ー
と
知
り
合
い
に
な
り
、
東

京
で
の
会
合
が
実
現
し
た
。

　
遺
族
側
代
理
人
の
齋
藤
雅

弘
弁
護
士
は
「
今
年
４
月
の

控
訴
審
判
決
は
、
学
校
側
の

防
災
対
策
の
不
備
を
明
確
に

指
摘
し
法
的
責
任
を
認
め
た

画
期
的
な
も
の
だ
」
と
、
教

育
現
場
が
事
前
防
災
に
取
り

組
む
重
要
性
を
説
い
た
。

　
児
童
を
亡
く
し
た
遺
族
も

参
加
し
た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、
飯
教
授
が
「
危
険

発
生
時
に
お
け
る
学
校
保
健

安
全
法
に
基
づ
く
判
決
で
、

遺
族
の
気
持
ち
に
寄
り
添
う

も
の
だ
。
大
川
小
の
事
故
の

教
訓
を
語
り
継
ぐ
こ
と
が
大

切
だ
」
と
呼
び
掛
け
た
。


